
荒 川 自 然 再 生 事 業 
失われつつある自然環境を保全・再生しています 

平林たんぽ（平成 24 年 1 月工事完成、再生たんぽ第 1号）平成 26 年 11 月撮影 

金屋たんぽ（平成 26 年 3 月工事完成）平成 26 年 11 月撮影 
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たんぽは、トミヨなど荒川に特徴的な魚がすむ場として非常に重要な環境となっており、周辺の湿地環境

も多様な生物の生息・生育場となっています。しかし、近年、良好なたんぽや湿地が減少し、水中や水辺の

生物にとってすみやすい環境が減少してきていました。 

荒川の自然再生（たんぽの再生）に向けた課題 

たんぽの保全・再生目標 

①たんぽの保全 

・現状において良好なたんぽの保全のための取り組みを行います 

②たんぽの再生 

・過去にたんぽが形成されていたが消失・劣化した箇所を対象に、たんぽの再生を行います 

平成 22 年時点(41 年後) 

昭和 44 年

たんぽ 23箇所 

たんぽ 12箇所 

「たんぽ」 
荒川下流部におけるたんぽ分布の変遷 

トピックス① ～荒川のたんぽにすむ特徴的な魚～ 

トミヨ 

環境省レッドリスト：地域個体群 

地域的に孤立している個体群で、絶滅のおそれが高いもの

新潟県レッドデータブック：絶滅危惧Ⅰ類 

ごく近い将来における絶滅の危険性が極めて高い種 

現在の分布

●トミヨ分布域の変遷 

荒川で見られるトミヨは一年を通
じて水温が安定する流れの緩やかな
場所を好み、水草に巣を作って産卵
する魚です。このため、湧き水のみ
られるたんぽは、荒川にすむトミヨ
にとって非常に重要な環境となって
います。 

トミヨがすんでいる河川は全国的
にも少なくなっており、新潟県内で
は現在、荒川と三面川の 2 河川での
み確認されています。 

1998年以前



たんぽ再生に向けた取り組み 

荒川の自然再生に向け、現在、荒川

に生息する希少性の高いトミヨの生

息場となっている「たんぽ」の保全・

再生に向けた取り組みを進めていま

す。 

■たんぽの分布状況の把握 

荒川におけるたんぽの実態に関する情報は十分ではなく、検討を進めるにあたって

は、現状を把握する必要がありました。たんぽは湧き水があるため冬は河川水より暖

かく、夏は冷たいという特性があります。この特性を踏まえ、冬季に上空から熱赤外

線写真撮影を行い、荒川全川の温度差を観測しました。 

この結果、荒川全川に多くのたんぽが分布している状況が明らかになりました。 

■現地での詳細調査 

熱赤外線写真の分析や、地元の有識者等からの

助言をもとに調査対象とするたんぽを選定し、生

物調査、物理環境調査を実施しました。その結果、

複数のたんぽでトミヨの生息を確認し、その営巣

状況などを観察することができました。 

この調査により得られた知見を活かし、新たに創出するたんぽの形状や構造に反映させてきました。 

■たんぽの再生 

トミヨの生息が確認された良好なたんぽの特徴

を活かし、有識者の意見を聞きながら構造・形状を

決定しました 

平成 27 年度末時点で、既存のたんぽの環境改善

の他、新たに 3 箇所のたんぽを創出し、計 15 箇所

となっています。 

「たんぽ」は、河川敷にできた

川とつながった池状の入り江

のことで、特に湧き水のあるも

のを指す荒川周辺での呼び名

です。緩やかな流れを好む魚の

すみかや、洪水時の小魚の避難

場所として利用されます。 
荒川のたんぽ 

荒川

高水温域

熱赤外線写真 

トミヨの営巣状況 体長 3cm 程度に成長した稚魚 

 

整備された平林たんぽ 

（H28.6.10 調査） 
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平成 27 年現在

たんぽ 15箇所 

「たんぽ」



トミヨのプロフィール 

 

名 前 トミヨ  

目科属名 トゲウオ目トゲウオ科トミヨ属  

学 名 
Pungitius sp. 

(プンギティウス sp.) 

 

英 名 
Stickleback 

(スティックルバック) 

 

体 長 3.5～6.0cm  

適 温 水温 10～18℃  

好きな 

場 所 

きれいな冷たい湧き水があり、 

水草がしげる川辺。 

 

特 徴 

背ビレ・腹ビレ・尻ビレにトゲを

持ち、敵から身を守るときなどに

トゲを出す。体にうろこはない。 

絶滅危惧種（環境省、新潟県で指

定） 

 

寿 命 1 年  

備 考 
●トゲウオの仲間は、トミヨの他に、イトヨ・ハリヨ・エゾトミヨなどがあげられる。

京都府や兵庫県にいたミナミトミヨは、昭和 35年(1960)代前半に絶滅。 
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トゲウオ科の分類 

トミヨ 



 
トミヨのことを知っていますか。小さなカラダながらも荒川の清流に生息する

元気いっぱいの淡水魚です。 

①巣作り
オスは体から分泌される

粘液で水草の破片を固め、

3cm ほどの球形の巣を 1

～3 日で作る。 

②産卵

巣ができあがるとオス

はメスを巣にさそう。 

③巣を守る 

オスは外敵から巣を守

り、巣内の卵に新鮮な水

を胸ビレで送り込む。 

④巣立ち

⑤自由生活(稚魚)

活発に餌をとり、成長す

る。 

⑥成魚

ふ化後 8 ヶ月で成魚に

なり、オスは巣づくりを

始める。 

トミヨの一生 

トミヨをはじめ、トゲウオの仲間は、オスが小鳥のよ

うに巣を作り、子育てをする珍しい魚です。 

トミヨが卵を産む時期は、5月～6月です。オスが、巣

の材料となる水草などを口にくわえ、しっかりした水草

の茎などに、体(腎臓)から出る粘液により球形の巣(直径

3cm ほど)を 1～3日で作りあげます。巣ができあがると、

オスはメスに求愛し、巣へと誘い込み卵を産ませます。

このころ、オスは体が黒い色(婚姻色)にかわり、腹ビレ

のトゲが緑真珠色の光沢をおびるのが特徴です。 

メスは、1回に 50個ほどの卵(直径 1mm ほど)を 2～3回

に分けて産んで、一生を終えます。 

オスは、卵がふ化し、稚魚が巣立つまで巣を守りなが

ら寝ずの番で子育てをし、一生を終えます。この期間、

卵が無事にふ化するように、外敵から巣を守り、ヒレで

新鮮な空気を送り（ファンニング）、酸素を補給し続けま

す。 

卵は、10～13 日でふ化し、稚魚は体長 1cm ほどで巣か

ら離れます。そして、半年後には 3cm ほどに成長し、8ヶ

月で 5cm ほどの成魚になります。 

稚魚は小型プランクトンを食べ、成魚はユスリカやイ

トミミズなどの小動物を好んで食べるようです。 

トミヨの寿命は約 1 年ですが、産卵活動に参加しなけ

れば、2～3年生き続けるものもいます。 

トミヨの寿命は約 1 年。どんなふうに一生を過ごすのでしょうか？ 

巣離れした稚魚は、水草など

に身をひそめている。この

頃、親は一生を終える。 

 



ト ミ ヨ を 調 べ る 

○捕獲 

水際に茂る植物の中にトミヨは隠れ

ています。このような場所を探してタモ

網でトミヨを捕獲します 

○水中観察 

水草の種類や生育状態を調べる時、水

草に隠れるトミヨを探す時には水中を

観察します。 

○魚体測定 

捕獲したトミヨの成長状態を調べる

ため、大きさや重さを測定します。 

○トミヨの巣 

トミヨが産卵する時は、植物片を集

め、水草を支柱に鳥の巣のような産卵場

所を作ります。 

○トミヨの餌 

卵からふ化したトミヨの仔魚は、ミジンコのような動物プランクトンを食べます。体が

1cm 以上に成長すると水生昆虫の幼虫やイトミミズなど比較的小さな水生動物を食べるよ

うになります。 

ミジンコ 水生昆虫の幼虫（ユスリカ） 



ト ミ ヨ を 守 る 

荒川では、平成２４年７月中旬から水位が低下し

はじめ、９月３日には過去２番目の最低水位を記録

しました。 

トミヨが生息するたんぽでも水位が低下し、水深

は１０cm 程度、水温は２８℃まで上昇するなど、ト

ミヨにとって非常に厳しい環境となりました。そこ

では死骸も見られ、このままでは干出やさらなる水

温上昇、酸素の欠乏などにより全滅する危険な状態

となっていました。 

そこで、荒川のトミヨ資源を保護するため、たん

ぽの水位が回復するまでの間、一時的に水槽の中で

飼育を行うことにしました。 

一時避難のための水槽は国土交通省羽越河川国道事

務所に設置し、１７℃程度に水温調節ができるよう

にし、トミヨのストレスが軽減できるよう、沈水植

物や流木により潜み場を創出するなど配慮しまし

た。 

水槽内のトミヨは、荒川の水位が回復したころを

見計らい、１０月と１１月の２回に分けて荒川に放

流しました。放流の場所は、水深が深く湧き水が豊

富なところとして、２４年１月に完成した再生たん

ぽを選びました。 

放流したトミヨが、新たな場所でどのように生息

し続けるかなどについてモニタリングを続け、平成

27 年度末時点で安定した定着と再生産を確認してい

ます。 

 

たんぽの渇水 

トミヨ避難のための捕獲 

設置した水槽 

トミヨの放流（10 月） トミヨの放流（11 月） 



 

第 13 回検討会（H28.3.14 開催）での討議の様子と合同現地視察の様子 

荒川たんぽの保全・創出検討会のとりくみ 
自然再生事業を効率的・効果的に推進していくためには、地域の方々や地元の NPO、有識者等が連携

し、それぞれの立場でそれぞれの役割を果たしながら関わっていくことが重要になります。荒川では、

当面取り組んでいく「たんぽの保全・創出」に関する検討会を設立し、意見交換を重ねながら事業を

推進しています。 

 

トピックス② 荒川自然再生に向けた今後の課題 

●礫河原の再生 

河道整備により砂州が安定化し、樹林化の進行が見られます。この改善に向け、河川特有の環境である礫河

原の再生に向けた取り組みが必要です。 

 

●河川連続性の確保 

魚類の移動に影響を及ぼしている施設の改善に向け、関係機関等との調整を進める必要があります。 

 

●エコロジカルネットワークの強化 

新潟県では平成２０年以降トキ放鳥を実施しており、荒川流域にも放鳥トキが飛来しました。トキの安定し

た生息環境の維持・再生にも配慮し、河川内だけでなく、山林や沿川の水田等と一体となったエコロジカルネ

ットワークの形成を目指した取り組みが必要です。 

 

●良好な河口環境の保全 

荒川の河口域には特徴的な生物の生息場が形成されています。今後、河川整備を進めていく際には、良好な

河口環境の保全に向け、十分な配慮を行う必要があります。 

２０１６．０８ 


